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takada
テキストボックス
前提条件
１．東神楽町役場（H3建設）と図書館以外の既存建築物はすべて除却する。
２．東神楽町役場（H3建設）と図書館は、複合施設と一体となるように計画する。
３．基本的には、同じ機能（色）のパーツは隣接するよう計画することとし、離
　して計画する場合は、施設の管理方法も考慮すること。
４．行政サービスの機能は、全てを１つの施設に配置することができないので、
　増築する棟と東神楽町役場（H3建設）に分けて配置することを踏まえ、配置を
　計画する。（増築棟には、住民サービスを所管している課を配置し、それ以外
　の課は、東神楽町役場（H3建設）に配置する。）
５．開基100年の記念碑は残したいと考えている。
６．各機能を接続する渡り廊下やアトリウムのパーツは用意していないので、直
　接敷地図に書き込むこと。
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